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６
月
１０
日
、
第
１４
回
反
核

医
師
の
会
全
国
大
会
が
、
全

労
連
会
館
８
Ｆ
で
開
催
さ
れ

た
。全

国
か
ら
世
話
人
が
集
ま

り
、
２
０
１
７
年
度
の
各
地

の
活
動
報
告
が
さ
れ
、
次
年

度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
も

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

午
後
の
記
念
講
演
で
は
、
共

同
通
信
編
集
委
員
の
太
田
昌

克
氏
を
講
師
に
激
動
の
朝
鮮

半
島
と
核
―
被
爆
国
の
役
割

と
ト
ラ
ン
プ
リ
ス
ク
―
を
テ

ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
。

大
会
は
、
雪
田
常
任
世
話

人
を
議
長
に
選
出
し
、
議
長

よ
り
開
会
挨
拶
を
行
っ
た
。

議
事
で
は
、
中
川
代
表
世

話
人
よ
り
、
２
０
１
７
年
度

の
反
核
医
師
の
会
の
活
動
の

ま
と
め
と
２
０
１
８
年
度
活

動
方
針
に
基
づ
き
、
報
告
が

さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
原
代
表
世
話
人

よ
り
第
１０
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北

ア
ジ
ア
地
域
会
議
、
韓
国
訪

問
等
に
つ
い
て
、
報
告
が
さ

れ
た
。
武
田
常
任
世
話
人
か

ら
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
北
ア
ジ
ア
会

議
の
報
告
補
足
が
さ
れ
た
。

追
加
報
告
と
し
て
、
青
木

常
任
世
話
人
よ
り
ノ
ー
モ
ア

・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
訴
訟
に
つ
い

て
、
事
務
局
よ
り
、
第
２９
回

反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
長
崎

の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
原

代
表
世
話
人
に
よ
り
、
学
生

部
会
の
活
動
に
つ
い
て
各
活

動
の
報
告
が
さ
れ
た
。

ま
た
、
討
論
の
中
で
、
三

宅
世
話
人
よ
り
、
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
京
都
支
部
の
活
動
の
様
子

に
つ
い
て
、
聞
間
常
任
世
話

人
よ
り
、
ビ
キ
ニ
核
被
災
元

船
員
の
労
災
申
請
、
国
家
賠

償
請
求
に
つ
い
て
、
白
﨑
常

任
世
話
人
よ
り
、
核
戦
争
を

防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
の

活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が
さ

れ
た
。
川
西
世
話
人
よ
り
、

元
自
由
民
主
党
幹
事
長
の
古

賀
誠
氏
を
お
呼
び
し
て
市
民

公
開
企
画
を
予
定
し
て
い
る

旨
の
案
内
が
あ
っ
た
。

２
０
１
８
―
２
０
１
９
年

度
役
員
体
制
の
承
認
に
つ
い

て
、
飯
田
代
表
世
話
人
よ
り

新
年
度
の
役
員
体
制
案
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
承
認
し

た
。
新
任
の
聞
間
、
佐
藤
、

樋
口
各
常
任
世
話
人
よ
り
就

任
挨
拶
を
受
け
た
。

最
後
に
、
方
針
案
、
議
案

の
採
択
が
行
わ
れ
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。３８
人
の
参
加
。

午前中の全国大会の模様

講
師
：
太
田

昌
克
氏

（
共
同
通
信
編
集
委
員
・
論
説
委
員
兼
務
）

日
時
：
２
０
１
８
年
６
月
１０
日
（
日
）
１３
：
００
〜

主
催
：
核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会

キ
ム
ジ
ョ
ン

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
金
正

ウ
ン恩

委
員
長
に
よ
る
史
上
初
の

米
朝
首
脳
会
談
の
２
日
前
、

当
講
演
会
は
開
催
さ
れ
た
。

パ
ン
ム
ン
ジ
ョ
ム

ま
ず
、
４
・
２７
板
門
店
で

の
南
北
首
脳
会
談
の
様
子
か

ら
、
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
た
首

脳
同
士
の
会
話
に
触
れ
た
。

音
声
は
な
い
が
、
読
唇
術

士
に
よ
る
と
【
核
・
ア
メ
リ

カ
・
ト
ラ
ン
プ
】
こ
の
３
ワ

ー
ド
が
頻
繁
に
出
た
と
い

う
。金

正
恩
氏
は
ト
ラ
ン
プ
氏

と
の
交
渉
法
や
人
柄
に
つ
い

ム
ン
ジ
ェ
イ
ン

て
文
在
寅
氏
に
さ
か
ん
に
尋

ね
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
れ
だ
け
米
朝
首
脳
会
談
を

切
望
し
て
い
た
と
思
え
る
。

日
本
人
の
北
朝
鮮
に
対
す

る
感
情
は
、
大
方
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
で
あ
ろ
う
と
想
う
の
だ

が
、
太
田
氏
の
講
演
と
資
料

等
を
参
考
に
歴
史
を
顧
み
る

と
、
各
時
代
に
お
け
る
各
国

事
情
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派

生
す
る
北
の
苦
悩
も
窺
い
見

え
て
く
る
。
そ
の
中
に
は
、

朝
鮮
戦
争⇒

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

⇒

韓
国
の
核
開
発⇒

冷
戦
崩

壊
（
１
９
９
１
）
〜
孤
立
と

い
っ
た
歴
史
の
激
流
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
、
既
に
１
９
６

８
年
に
金
日
成
主
席
が
核
開

発
を
指
示
し
て
い
た
事
実
も

あ
る
。
つ
ま
り
中
国
や
ソ
連

と
い
っ
た
大
国
か
ら
強
く
影

響
を
受
け
る
位
置
関
係
で
あ

り
、
北
緯
３８
度
付
近
で
分
断

さ
れ
た
韓
国
側
に
は
米
軍
基

地
が
横
た
わ
り
監
視
を
し
て

い
る
。
移
り
変
わ
る
国
際
情

勢
の
中
で
如
何
に
自
国
体
制

を
維
持
す
る
か
。
特
に
世
界

各
地
の
紛
争
に
絡
む
米
国
等

へ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
末
の

核
配
備
と
す
れ
ば
、
頭
ご
な

し
に
彼
等
を
非
難
で
き
な
い

気
も
す
る
。
と
に
か
く
今
回

の
講
演
は
『
世
界
の
歴
史
に

は
連
な
り
と
流
れ
が
あ
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
機
会
』
と

な
っ
た
。

さ
て
ト
ラ
ン
プ
氏

の
希
望
は
、
北
朝
鮮

の
非
核
化
・
朝
鮮
戦

争
の
終
結
・
在
韓
米

軍
の
縮
小
・
韓
国
と

日
本
に
よ
る
北
へ
の

経
済
支
援
・
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
受
賞
な

ど
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
日
本

政
府
は
ト
ラ
ン
プ
氏

を
称
賛
し
、
我
等
の

血
税
を
惜
し
げ
も
な

く
投
入
し
て
役
目
を
果
た
し

た
こ
と
に
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
拉
致
問
題
の
解
決
は
ま

た
後
回
し
か
。

沖
縄
で
は
、
今
日
も
辺
野

古
基
地
建
設
が
強
行
中
だ

が
、
朝
鮮
半
島
の
民
主
的
和

平
構
造
の
成
立
が
見
通
せ
る

と
な
れ
ば
、
在
日
米
軍
縮
小

も
主
張
す
べ
き
で
は
な
い

か
。そ

し
て
、
広
島
・
長
崎
・

福
島
、
三
た
び
の
被
爆
体
験

国
と
し
て
核
廃
絶
へ
の
姿
勢

は
ど
う
な
の
か
。

日
本
国
民
自
ら
の
課
題
と

し
て
、
真
の
民
主
主
義
を
問

い
直
す
べ
き
時
期
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

講師の太田昌克氏

熱心に講師の話に聞き入る参加者

原
発
事
故
後
７

年
の
福
島
は
、「
復

興
・
再
生
に
向
け
」

本
格
的
に
動
き
出

し
、
そ
の
推
進
に

は
「
風
評
払
拭
」

が
最
重
要
と
安
倍
政
府
が
強
調
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
原
発
事
故
で

の
健
康
被
害
は
な
い
灯
と
し
、
甲

状
腺
検
診
「
縮
小
論
」
が
に
わ
か

に
叫
ば
れ
て
き
て
い
る
。

昨
年
１２
月
の
「
風
評
払
拭
・
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

戦
略
」
（
復
興
庁
）
で
は
、
福
島

県
の
復
興
・
再
生
の
最
大
障
碍
が

根
強
い
「
風
評
被
害
」
で
あ
り
、

原
子
力
災
害
起
因
の
「
い
わ
れ
の

な
い
偏
見
や
差
別
」だ
と
断
じ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
「
風
評
」
は
科

学
的
根
拠
に
基
づ
か
な
い
も
の
で

あ
り
、
「
福
島
県
の
現
状
に
つ
い

て
の
認
識
不
足
」
「
放
射
線
に
関

す
る
正
し
い
知
識
」
や
「
食
品
中

の
放
射
性
物
質
検
査
」
の
結
果
等

が
「
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
」
に
主
因
が
あ
る
と
し
て
い

る
。「

放
射
線
リ
ス
ク
に
関
す
る
基

礎
的
情
報
」
の
発
表
は
４
年
前
だ

っ
た
。
放
射
線
リ
ス
ク
を
「
正
し

く
」
理
解
し
安
心
し
て
帰
還
し
て

も
ら
う
福
島
県
民
向
け
で
あ
っ

た
。
今
後
は
広
く
国
民
一
般
を
対

象
と
し
た
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
点
と
、
全
国
民
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
き
た
。

同
じ
頃
よ
り
、
県
民
健
康
調
査

・
甲
状
腺
検
査
評
価
部
会
の
中
で
、

新
し
い
委
員
達
が
、
「
甲
状
腺
検

診
の
倫
理
」
「
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
」
論
を
主
張
し
て
い
る
。

呼
応
し
た
よ
う
に
透
け
て
見
え
る

の
は
先
入
見
だ
ろ
う
か
。

（
Ｏ
）

核
兵
器
廃
絶
の
共
同
と
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
訴
え
る
活
動
を
広
げ
る

核
兵
器
廃
絶
の
共
同
と
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
訴
え
る
活
動
を
広
げ
る

開催開催

――被爆国の役割とトランプリスク――

全国大会全国大会

激動の朝鮮半島と核

核戦争に反対する医師の会
第１４回第１４回
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６
月
１０
日
、
第
１４
回
全
国
大
会
で
常
任
世
話
人
に
な
ら
れ
た
２
人
の
先
生
方
に
平
和
へ

の
思
い
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
。

今
年
か
ら
非
核
平
和
部
会
、
反

核
医
師
の
会
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
平
和
と
は
何
か
？
」
と
問
わ

れ
る
と
、
答
え
は
わ
か
ら
な
い
と

ゆ
う
の
が
正
直
な
考
え
で
す
。

「
戦
争
の
無
い
状
態
」
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う
単
純
な
回

答
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
日
本
は
今
平
和
か

？
」
と
考
え
て
み
る
と
、
い
つ
何

時
殺
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
ゆ

う
恐
怖
感
を
持
つ
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
確
か
に

日
本
政
府
の
外
交
も
あ
り
、
７０
数

年
前
の
よ
う
な
無
差
別
な
空
襲
を

受
け
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

し
か
し
、
外
国
の
ミ
サ
イ
ル
が

日
本
の
上
空
を
飛
び
越
え
た
り
、

領
海
、
領
空
侵
犯
が
頻
繁
に
起
き

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
安
心
し

て
堂
々
と
「
日
本
は
今
平
和
で
あ

る
」
と
は
言
い
き
れ
な
い
よ
う
に

思
え
ま
す
。
最
近
は
国
対
国
の
戦

争
と
ゆ
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
テ
ロ

の
方
に
恐
怖
を
感
じ
ま
す
。

欧
米
で
は
街
中
で
銃
を
乱
射
し

て
多
く
の
人
が
殺
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
日
本
で
も
時
限
爆
弾
や
毒
ガ

ス
に
よ
る
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
カ
ル
ト
教
団
に
よ
る

ク
ー
デ
タ
ー
の
計
画
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催

中
は
多
く
の
人
々
が
東
京
に
集
ま

り
、
大
混
雑
に
な
る
で
し
ょ
う
。

外
国
人
も
多
く
、
テ
ロ
の
標
的
に

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ど

う
か
平
和
の
祭
典
が
無
事
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

平
和
へ
の
思
い
を
と
、
リ
ク
エ

ス
ト
さ
れ
た
。

多
く
の
人
や
民
族
を
巻
き
込
む

争
い
、宗
教
や
文
化
に
よ
る
争
い
、

あ
る
い
は
資
源
や
経
済
に
端
を
発

す
る
国
レ
ベ
ル
で
の
争
い
、
こ
れ

ら
全
て
の
争
い
の
な
い
状
態
は
平

和
な
の
か
？

私
は
、
平
和
と
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
と
考
え
る
。

今
の
日
本
に
は
命
の
危
機
に
晒

さ
れ
る
紛
争
は
な
い
が
、
自
助
努

力
が
及
ば
ず
不
可
避
な
心
配
事
が

あ
っ
た
り
、
言
い
知
れ
ぬ
不
安
な

ど
を
抱
え
て
生
き
る
人
達
が
い

る
。
そ
う
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
因
子

を
放
置
し
た
ま
ま
の
社
会
を
平
和

な
社
会
と
は
思
え
な
い
。

公
的
私
的
を
問
わ
ず
、
産
官
学

を
問
わ
ず
、
国
・
県
・
市
町
村
の

レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
、
社
会
の
マ
イ

ナ
ス
因
子
を
取
り
除
き
、
貧
富
を

問
わ
ず
希
望
を
持
ち
夢
に
向
け
て

頑
張
る
気
持
ち
に
な
れ
る
社
会
、

ま
た
は
そ
れ
を
目
指
す
社
会
が
望

ま
し
い
平
和
な
社
会
の
形
で
は
な

い
か
と
思
う
。

私
は
今
、
沖
縄
の
基
地
返
還
地

に
生
ま
れ
た
街
で
平
凡
な
幸
福
感

を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。

で
も
、
す
ぐ
身
近
な
生
活
圏
に

も
沖
縄
社
会
の
マ
イ
ナ
ス
因
子
は

少
な
く
な
い
と
感
じ
る
。

東
京
〜
石
垣
島
〜
本
島
と
移
り

な
が
ら
糧
を
得
て
、
子
ど
も
達
を

授
か
り
、
共
に
育
ち
こ
の
街
に
来

た
。
自
ら
の
使
命
を
模
索
中
な
が

ら
、
自
治
会
長
と
な
り
３
年
目
、

鉄
道
敷
設
活
動
を
始
め
て
１２
年

目
、
沖
縄
県
民
の
生
活
が
よ
り
良

く
平
和
に
近
づ
く
よ
う
身
の
丈
の

奮
闘
を
し
て
い
く
所
存
だ
。

５
月
２６
日
・
２７
日
広
島
で
第
５
回

学
生
部
会
の
Ｆ
Ｗ
が
開
催
さ
れ
、
医

学
生
２１
名
、
研
修
医
３
名
を
含
む
４０

名
が
参
加
し
た
。

２６
日
は
、
青
木
反
核
医
師
の
会
常

任
世
話
人
の
案
内
で
、
昨
年
亡
く
な

ら
れ
た
肥
田
舜
太
郎
先
生
の
被
爆
当

時
の
足
跡
を
歩
き
、
被
爆
樹
木
、
陸

軍
病
院
跡
、
広
島
城
跡
な
ど
を
見
学

し
た
。
そ
の
後
、
七
宝
作
家
で
被
爆

者
の
田
中
稔
子
さ
ん
か
ら
「
被
爆
体

験
か
ら
核
廃
絶
を
考
え
る
」
と
い
う

お
話
を
お
聞
き
し
た
。田
中
さ
ん
は
、

海
外
で
の
講
演
の
経
験
か
ら
、
原
爆

は
広
島
・
長
崎
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
問

題
で
は
な
く
、
日
本
人
の
問
題
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
人
と
し

て
原
爆
の
悲
惨
さ
を
是
非
語
っ
て
欲

し
い
と
話
さ
れ
た
。

２７
日
は
元
広
島
大
学
教
授
で
長
年

被
爆
者
の
医
療
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た

鎌
田
七
男
先
生
か
ら「
被
爆
者
援
護
、

放
射
線
被
曝
の
人
体

影
響
に
つ
い
て
原
発

事
故
か
ら
７
年

現

在
の
状
況
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話
を
お

聞
き
し
た
。
鎌
田
先

生
は
、
「
原
爆
投
下

の
非
人
道
性
」
の
意

味
は
、
原
爆
放
射
線

が
身
体
の
細
胞
に
遺

伝
子
異
常
を
起
こ
さ

せ
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
中
で
、２
つ
目
、

３
つ
目
の
が
ん
を
生

み
出
し
、
精
神
的
な

不
安
を
生
涯
に
わ
た

り
付
き
ま
と
わ
せ
、

家
族
崩
壊
や
貧
困
な

ど
に
よ
っ
て
「
生
涯

虐
待
」
の
状
態
に
陥

ら
せ
る
こ
と
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討

論
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
の
内

容
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
被

爆
樹
木
は
言
葉
で
語
る
こ
と
が
で
き

な
い
け
ど
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が
あ

る
、
被
爆
を
体
験
し
て
い
な
い
自
分

た
ち
の
世
代
が
ど
の
よ
う
に
語
っ
て

い
け
ば
よ
い
の
か
、
医
師
は
医
療
の

現
場
で
患
者
を
治
す
こ
と
が
使
命
だ

け
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
患
者
さ
ん
と
向
き
合
う
時
に
大
切

な
こ
と
だ
、
こ
こ
で
学
び
感
じ
た
こ

と
を
ま
わ
り
の
友
達
に
是
非
伝
え
て

い
き
た
い
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
報
告

者
に
、
田
中
さ
ん
が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
支
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
提
供
さ
れ
た

ブ
ロ
ー
チ
が
青
木
常
任
世
話
人
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

今
回
で
５
回
目
の
学
生
部
会
の
Ｆ

Ｗ
と
な
る
が
、
こ
の
５
年
間
で
参
加

し
た
医
学
生
も
、
そ
し
て
学
生
部
会

も
大
き
く
成
長
し
た
。
来
年
も
５
月

末
に
長
崎
で
開
催
の
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
各
県
の
反
核
医
師
の
会
と
し

て
も
、
各
県
の
医
学
生
へ
の
援
助
を

期
待
し
た
い
。

講師の話を熱心に聞く参加者

反核ニュースへのご意見・感想・ご
希望の紙面企画などなど…なんでも
お寄せください。
〈連絡先〉
E-mail：nonukes.panw@gmail.com
ＦＡＸ：０３-３３７５-１８６２

この思いを
みんなに伝えたい
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反
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ワ
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ワ
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太
平
洋
戦
争
末
期
、
広

島
県
立
第
二
中
学
校
の
生

徒
た
ち
が
建
物
疎
開
と
い

う
勤
労
動
員
の
さ
な
か
に

被
爆
し
た
。
こ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
は
一
年

生
３
２
１
人
に
つ
い
て
一

人
ひ
と
り
、
遺
族
の
手
記

に
基
づ
い
て
物
語
ら
れ

る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
１
９

６
９
年
に
広
島
テ
レ
ビ
が

制
作
し
、
広
島
市
出
身
の

大
女
優
・
杉
村
春
子
の
朗

読
に
よ
る
も
の
。
２
０
１

７
年
に
リ
メ
イ
ク
さ
れ
た

本
作
品
は
同
じ
く
広
島
市

出
身
の
綾
瀬
は
る
か
が
、

誠
実
な
語
り
口
で
朗
読
を

務
め
る
。

戦
時
中
と
は
い
え
垣
間

見
え
る
中
学
生
の
日
常
生

活
が
朗
読
の
中
で
浮
か
び

上
が
る
。
空
襲
を
避
け
て

関
西
か
ら
広
島
に
移
っ
て

き
た
中
学
生
が
少
な
く
な

か
っ
た
と
の
こ
と
、
少
し

で
も
安
全
な
所
へ
と
わ
が

子
を
遣
っ
た
親
御
さ
ん
の

胸
中
は
い
か
ば
か
り
か
。

そ
の
日
出
か
け
る
ま
で
の

朝
の
様
子
、
登
校
中
の
で

き
ご
と
、
ど
こ
で
被
爆
の

瞬
間
を
迎
え
た
の
か
。
受

傷
の
様
子
や
避
難
の
経

路
、
道
連
れ
、
そ
し
て
家

族
に
会
っ
て
か
ら
息
を
引

き
取
っ
た
経
過
や
、
変
わ

り
果
て
た
姿
と
な
っ
た
息

子
を
探
し
出
し
た
親
の
嘆

き
。少

年
た
ち
の
家
族
が
生

存
者
を
探
し
て
は
懸
命
に

聞
き
取
り
を
し
て
、
最
期

の
姿
を
書
き
残
し
た
思
い

が
、
一
人
、
ま
た
一
人
、

と
積
み
重
ね
ら
れ
る
。
同

じ
日
に
肥
田
舜
太
郎
先
生

の
た
ど
っ
た
経
路
を
丹
念

に
再
現
し
て
く
だ
さ
っ
た

広
島
の
青
木
克
明
先
生
の

文
章
が
、
私
の
頭
に
何
度

も
浮
か
ぶ
。
爆
心
地
直
下

の
少
年
た
ち
と
、
救
護
に

駆
け
付
け
た
医
師
。
そ
の

日
の
広
島
で
は
年
齢
も
立

場
も
異
な
る
人
た
ち
が
、

い
ろ
ん
な
形
で
被
爆
を
し

て
い
た
の
だ
。
一
つ
の
原

子
爆
弾
が
、
一
人
ひ
と
り

の
人
生
を
そ
れ
ぞ
れ
破
壊

し
た
こ
と
に
、
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
る
。
足
し
算
を

し
て
何
十
万
人
が
被
爆
、

な
ど
と
言
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
。

映
画
の
後
半
で
は
池
上

彰
氏
が
、
広
島
二
中
一
年

生
の
生
存
者
を
訪
ね
る
シ

ー
ン
が
織
り
込
ま
れ
る
。

当
初
は
全
員
死
亡
と
さ
れ

て
い
た
が
、
数
名
が
な
ん

と
か
生
き
延
び
て
い
た
。

「
自
分
は
な
ぜ
生
き
残
っ

た
の
だ
ろ
う
」
「
原
爆
以

外
に
も
戦
争
被
害
者
は
た

く
さ
ん
い
る
」
な
ど
、
７０

年
余
を
経
て
慎
重
に
語
ら

れ
る
生
存
者
の
思
い
が
、

朗
読
さ
れ
た
手
記
を
更
に

立
体
的
な
も
の
に
し
て
い

る
。
こ
の
映
画
を
見
て
、

今
年
の
８
月
を
ま
た
新
た

な
気
持
ち
で
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

常
任
世
話
人

布
村
眞
季

韓
国
Ｄ
Ａ
Ｎ
の
皆
さ
ん
と
の
記
念
撮
影

（
聖
公
会
ソ
ウ
ル
大
聖
堂

中
庭
に
て
）

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
と
Ｄ
Ａ

Ｎ
と
の
交
流
会
を

開
催

前
回
は
２
０
１
３
年
７
月

１３
日
か
ら
１５
日
に
か
け
て
Ｐ

Ａ
Ｎ
Ｗ
、
メ
ン
バ
ー
が
韓
国

を
訪
問
し
、
釜
山
か
ら
ウ
ォ

ル
サ
ン
核
発
電
所
を
見
学

し
、
そ
の
後
、
ソ
ウ
ル
で
Ｄ

Ａ
Ｎ
と
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
こ
れ
が
正
式
に
は
、

Ｄ
Ａ
Ｎ
と
の
交
流
の
第
１
回

目
と
な
る
。

前
回
の
Ｄ
Ａ
Ｎ
と
の
交
流

か
ら
５
年
経
過
し
て
い
る
。

今
回
の
概
要

今
回
、
日
本
か
ら
の
最
終

的
な
参
加
者
は
、
２２
人
と
な

っ
た
。
医
師
が
１４
名
、
家
族

が
４
名
、
事
務
局
４
名
で
あ

っ
た
。

懇
親
会

７
月
１４
日
の
夜
は
Ｄ
Ａ
Ｎ

の
Ｋ
ｉ
ｍ
Ｍ
ｉ
ｊ
ｕ
ｎ
ｎ

ｇ
医
師
と
Ｋ
ｉ
ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｊ

ｙ
ｕ
ｎ
ｇ
医
師
と
と
も
に
食

事
を
し
な
が
ら
懇
親
会
を
開

催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
は
７
月
１５
日

１０
：
００
〜
１３
：
００
に
ソ
ウ
ル

大
聖
堂
の
会
議
室
で
開
催
し

た
。
最
初
に
Ｄ
Ａ
Ｎ
の
方
か

ら
「
原
発
周
辺
の
が
ん
発
症

リ
ス
ク
の
疫
学
的
調
査
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
」
に
つ

い
て
２
題
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
、
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
か
ら
真
鍋

常
任
世
話
人
が
「
福
島
原
発

事
故
後
の
健
康
障
害
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
報
告
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
韓
国
側
か

ら
の
参
加
者
は
１４
人
で
あ
っ

た
。
通
訳
は
フ
ァ
ン
さ
ん
に

お
願
い
し
た
。
今
回
の
韓
国

側
の
報
告
は
、
統
計
的
解
釈

が
多
く
、
難
解
な
内
容
で
あ

っ
た
が
、
フ
ァ
ン
さ
ん
の
通

訳
が
的
確
で
あ
り
、
十
分
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

琵
琶
湖
畔
坂
本
で
生
ま
れ

た
母
は
秦
姓
、
切
れ
た
目
じ

り
な
ど
、
私
は
間
違
い
な
く

朝
鮮
渡
来
民
の
末
裔
だ
と
考

え
て
き
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
会
参
加
を

は
じ
め
と
し
て
、
北
欧
の
医

療
・
福
祉
の
見
学
、
ス
ペ
イ

ン
で
の
国
連
高
齢
者
年
Ｎ
Ｇ

Ｏ
集
会
な
ど
外
国
へ
は
何
回

か
行
っ
た
が
、
日
本
か
ら
最

も
近
い
外
国
・
韓
国
は
Ｔ
Ｖ

も
な
く
韓
流
ド
ラ
マ
に
も
無

縁
の
私
に
と
っ
て
は
一
番
遠

い
国
だ
っ
た
。

Ｄ
Ａ
Ｎ
と
の
交
流
は
初
め

て
だ
っ
た
が
、
古
里
核
発
電

所
周
囲
で
無
脳
児
が
見
ら
れ

た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
Ｄ

Ａ
Ｎ
の
誕
生
、
現
在
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
よ
く
理
解
で

き
た
。
夕
食
交
流
会
で
は
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
広
島
大
会
で
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
朝
鮮
語
版
を

紹
介
し
た
グ
リ
ー
ン
病
院
分

院
金
院
長
と
再
会
し
、
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
を
読
ん
で
初

め
て
核
戦
争
の
被
害
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た

と
聞

い
て
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を

世
界
中
に
広
め
る
意
義
を
再

確
認
し
た
。

自
由
時
間
に
通
訳
の
フ
ァ

ン
さ
ん
の
案
内
で
西
大
門
刑

務
所
歴
史
館
、
李
韓
烈
記
念

館
、
そ
れ
に
市
場
、
旧
市
街

区
な
ど
を
訪
れ
た
。

西
大
門
刑
務
所
歴
史
館

は
、
民
族
独
立
運
動
活
動
者

へ
の
日
本
帝
国
主
義
の
弾
圧

の
歴
史
を
展
示
に
よ
り
、
よ

く
理
解
で
き
た
。
朝
鮮
民
族

を
抑
圧
し
た
歴
史
に
対
し
て

無
学
を
反
省
し
、
再
学
習
と

と
も
に
、
日
韓
友
好
を
正
し

く
発
展
さ
せ
る
た
め
に
必

ず
、
訪
れ
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
た
。

李
韓
烈
記
念
館
は
、
１
９

８
７
年
の
民
主
化
運
動
の
中

で
催
涙
弾
の
直
撃
を
受
け
て

亡
く
な
っ
た
大
学
生
李
韓
烈

を
た
た
え
、
遺
品
な
ど
と
と

も
に
全
斗
煥
軍
事
政
権
か

ら
、
民
主
化
を
勝
ち
取
っ
た

歴
史
が
学
べ
た
。
初
め
て
韓

国
の
民
主
化
運
動
の
偉
大
な

歴
史
を
知
り
、
感
動
。
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
朝
鮮
語
版
、

英
語
版
寄
贈
を
約
束
。

帰
国
時
の
機
上
で
鑑
賞
し

た
光
州
事
件
を
題
材
と
し
た

映
画
「
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
」
と
と
も
に
、
こ
の
民
主

化
運
動
は
映
画
化
さ
れ
「
１

９
８
７
、あ
る
闘
い
の
真
実
」

と
し
て
秋
以
降
、
日
本
で
も

公
開
さ
れ
る
よ
う
だ
。
「
タ

ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
」
は
韓

国
で
１
０
０
０
万
人
以
上
が

鑑
賞
し
た
と
い
う
。
歴
史
の

真
実
を
映
画
化
す
る
取
り
組

み
や
、
西
大
門
刑
務
所
歴
史

館
に
お
い
て
は
多
数
の
小
・

中
・
高
校
生
数
人
グ
ル
ー
プ

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
説
明

を
聞
き
、
李
韓
烈
記
念
館
で

は
親
子
３
人
で
訪
れ
た
母
親

が
幼
い
子
供
に
熱
心
に
説
明

し
て
い
る
の
を
見
て
、
韓
国

に
お
け
る
民
族
意
識
の
高
さ

を
実
感
し
た
。

楽
し
く
食
べ
る
こ
と
が
大

好
き
だ
が
、
辛
い
物
は
苦
手

の
私
、
フ
ァ
ン
さ
ん
に
連
れ

ら
れ
て
キ
ム
チ
を
含
む
韓
国

料
理
に
大
満
足
。
生
き
た
タ

コ
を
野
菜
と
と
も
に
鉄
板
焼

き
し
て
ス
ー
プ
と
と
も
に
、

干
し
鱈
と
牛
骨
ス
ー
プ
と
の

朝
食
、
牛
肉
の
い
ろ
い
ろ
な

部
分
を
ス
ー
プ
で
煮
て
ス
ラ

イ
ス
し
た
牛
肉
と
そ
う
め

ん
、
市
場
食
堂
で
の
冷
麺
、

交
流
昼
食
会
で
の
ア
ワ
ビ
の

乗
せ
ら
れ
た
お
こ
げ
ご
飯
、

最
終
日
の
焼
き
肉
パ
ー
テ

ィ
、
い
ず
れ
も
キ
ム
チ
、
野

菜
が
添
え
ら
れ
て
で
た
が
、

喉
元
を
過
ぎ
る
と
不
思
議
と

辛
さ
が
感
じ
な
く
な
っ
て
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ル

コ
ー
ル
を
楽
し
む
だ
け
の
私

に
と
っ
て
淡
泊
す
ぎ
る
ビ
ー

ル
、
焼
酎
よ
り
、
初
め
て
飲

ん
だ
マ
ッ
コ
リ
が
気
に
入
っ

た
。私

に
と
っ
て
遠
い
国
は
、

今
回
の
訪
問
で
極
め
て
近
し

い
国
と
な
っ
た
。
日
韓
の
歴

史
を
学
び
、
自
然
、
文
化
と

韓
国
料
理
を
楽
し
む
た
め
に

再
訪
し
た
い
。

１５日 ＤＡＮとの合同学習会の模様

昼
食
交
流
会

そ
の
後
、
Ｄ
Ａ
Ｎ
の
招
待

で
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
を
し
な
が
ら
、
交
流
会
を

行
っ
た
。

１５日 ランチ交流会 （月香にて）

２０１８年原水爆禁止世界大会のお知らせ

2018年反核医師の会（PANW）と
韓国反核医師会（DAN）との交流報告
2018年反核医師の会（PANW）と
韓国反核医師会（DAN）との交流報告

一
番
遠
い
国
：

韓
国
へ
の
旅

常
任
世
話
人
白
﨑

良
明

「
い
し
ぶ
み
」

是
枝
裕
和
監
督
作
品

制
作

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
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第１０回 IPPNW北アジア地域会議がモンゴルのウラン
バートルで開催されます。
仮プログラムが分かりましたので、お知らせします。

第１０回 IPPNW北アジア地域会議
開催日：２０１８年９月１３日（木）～１４日（金）

モンゴル外務省カンファレンスホール（モンゴ
ル、ウランバートル）

目 的：核兵器の脅威について理解を広め、北東アジア
非核兵器地帯の成立を促進する。
健康面および環境面での放射線に関する知識を
共有する。

主 題：安全で平和な未来のための共同行動
期待される効果：北アジア諸国が協働する必要性につい

て理解を共有し、将来の共同研究の実施を推奨
し、健全な環境と人類の健康、そして平和を確
かなものにする。

運 営：IPPNW モンゴル支部（MPPNW）
仮プログラム：９月１３日（木）基調提案

シンポジウム１、昼食、
シンポジウム２、３
レセプション

９月１４日（金）シンポジウム４
昼食
午後 文化イベント

第１０回 IPPNW北アジア地域会議開催案内第１０回 IPPNW北アジア地域会議開催案内
反核医師の会は、会員のみなさまの

会費と、主旨に賛同いただいている募金によって運営してい
ます。
今年度は例年開催の「つどい」を１１月３日（土・祝）～１１月

４日（日）に長崎で開催するほかに、様々な取り組みが予定さ
れています。
２０１８年度（２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日）会費納入のほ
ど、よろしくお願いいたします。

個人会員（医師・歯科医師、医学者） １０，０００円
医・歯学生会員 １，０００円
賛助会員 １，０００円

振込先
◇りそな銀行 新都心営業部 普通 １５５７５０２
「反核医師・医学者の集い」
◇ゆうちょ銀行 （他銀行からの振り込みの場合）
○一九支店
当座 ００５６７６４
「反核医師・医学者の集い」

◇郵便振替
００１７０－７－５６７６４
「反核医師・医学者の集い」

会費納入のおねがい
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